
22,757人 25,739人

14,450人
17,104人

H26.4～11月 H27.4～11月

【②―ｂ 飲食店 新規求人数（大阪）】

正社員

求人

正社員

以外

求人

18.4%

増加

13.1%

増加

38.8%

39.9%

60.1%

計37,207人
計42,843人

※原数値

構成比

61.2%

正社員求人が

大きく増加

1,967人 2,139人

493人
588人

H26.4～11月 H27.4～11月

【②―ａ 宿泊業 新規求人数（大阪）】

正社員

求人

正社員

以外

求人

19.3%

増加

8.7%

増加

20.0%
21.6%

78.4%

計2,460人
計2,727人

※原数値

構成比

80.0%

正社員求人が

大きく増加
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【①「宿泊業,飲食サービス業」新規求人数 前年同月比の推移（大阪）】

宿泊業 飲食店

※原数値

大型商業施設の開業や消費税率

引上げに伴う駆け込み需要 反動減 インバウンド需要の下支え効果

（％）

増加

減少

大阪の「宿泊業,飲食サービス業」の新規求人数は、平成２６

年秋頃から「訪日外国人客の消費（インバウンド需要）」の

下支えを受け、増加傾向で推移している。

「宿泊業,飲食サービス業」の求人・求職状況等について 

  ○大阪の「宿泊業,飲食サービス業」の新規求人数は、「インバウンド需要」の下支え 
   効果を受け、増加傾向で推移しており、正社員求人も大きく増加しています。 
  ○「飲食物調理の職業」や「接客・給仕の職業」の有効求人倍率は高倍率で推移し、 
   人手不足状態が続いています。 
  ○大阪のハローワークにおける「宿泊業,飲食サービス業」の就職件数は、 
   ３５歳未満の半数以上が正社員となっています。 Ｈ２７．１２．２４ 大阪労働局職業安定部 
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【⑦「宿泊業,飲食サービス業」正社員 就職件数の割合（大阪）】

正社員 正社員以外

54.0% 50.7%
43.6%

35.2%

17.9%

大阪のハローワークにおける「宿泊業,飲食サービス業」の就職件数は、３５歳

未満の半数以上が正社員となっている。

※平成２７年４～１１月

15～24歳
55千人

27.6%

25～34歳

37千人

18.6%35～44歳
33千人

16.6%

45～54歳
31千人

15.6%

55～64歳
21千人

10.6%

65歳以上
21千人

10.6%

【⑥「宿泊業,飲食サービス業」年齢階級別雇用者数（大阪）】

※資料出所：
大阪府総務部統計課
「労働力調査地方集計結果
大阪の就業状況」

平成２７年７～９月期平均

「宿泊業,飲食サー
ビス業」の雇用者
は、35歳未満の若
年者が半数近く
（46.2%）を占め
ている。

総数199千人

（1,947万人）

（211万人）

（3,292万人 ）

（87万人）

役員を除く雇用者 うち宿泊業，飲食サービス業

【⑤「宿泊業,飲食サービス業」非正規雇用割合（全国）】

62.8%

29.2%

37.2%

70.8%

平成２７年

７～９月

期平均

※資料出所：
総務省統計局

「労働力調査
（詳細集計）」

正規の

職員・

従業員

非正規の

職員・

従業員

「宿泊業,飲食サービス業」は、

非正規雇用の割合が高い。

14.0%

30.9%

13.4%
18.7%

産業計 宿泊業,飲食サービス業

【④「宿泊業,飲食サービス業」入職率・離職率（大阪）】
※資料出所：「平成２６年雇用動向調査」

入職率

離職率

「宿泊業,飲食サービス業」

は 「産業計」と比べて、

入職率と離職率が共に高く

なっている。
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【③「飲食物調理の職業」「接客・給仕の職業」 有効求人倍率（大阪）】

「職業計」

有効求人倍率

「飲食物調理の職業」

有効求人倍率

「接客・給仕の職業」

有効求人倍率

「飲食物調理の職業」の有効求人倍率は高倍率で推移し、3倍を超える水準に

達している。「接客・給仕の職業」の有効求人倍率も、２倍台後半で推移し、

共に人手不足状態が続いている。

※常用計、原数値

単位：倍


